
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

11 月 21 日に 1 年生から 3 年生で人権の花としてパンジーを

植えました。この日は、人権擁護委員さんと社会福祉協議会の方

が来られて子どもたちと一緒に植えてくださいました。 

人権ってどういうこと？と尋ねられた時、３年生から「人を、

自分を、大切にすること」と返ってきました。花にも心がありま

す。咲き終わった花を取り除いたり水をかけたり、お世話すると、

きれいな花を咲かせます。植えっぱなしにならないように、３月

には卒業式を華やかにしてくれるほどに咲かせられることを願っ

ています。 

 ３年生が下学年にやさしく声をかけながら取り組めたことをほ

めていただきました。上級生の優しさは、そのまま下級生へと受

け継がれていきます。上級生が気にかけ一緒に取り組んでくれる

ことが手本となって真似ていくことで育っていくはずです。 

 

 

 

正門から入って立派にそびえる木々の葉は、黄色から赤 

へと彩を変え風に吹かれ、今では枝のみが冬を象徴してい

るかのようです。例年よりはまだまだ温かい 12 月です。 

 12 月 7 日は本校の地域一斉清掃として IP 放送でもお

知らせさせていただきましたが、地域の方も 5 名の方が

参加してくださり、ありがたい限りです。コロナ禍から児

童だけの取組になっていたようで、4 年ぶりに地域の方を

交えての行事として催すことができました。 

 子どもたちは地区別に分かれ、軍手、ひばさみ、ゴミを入れる袋を持

って出発しました。 

 14：35 をめどにそれぞれの地域から子どもたちが帰ってきました。

あまりないかと思いきや、トタンの割れたもの、ビールの缶、錆びた蓋、

ビニール等、ゴミ袋 4袋分になりました。 

 少しの間でしたが、地域が美しくなったことで心もすっきりします。 

 地域の方がお二人、帰り際にめったに合わないけれど、この日に会

えて少しでもお喋りができたことを喜んでおられました。初めて参加

したとも言われていました。子どもたちの声を聞いたり様子を見たり

するだけで元気をもらえるものです。これからもお時間がある時には

学校へ足を運んでいただけると幸いです。 
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地域清掃で集まった ゴミ こんなに！！ 

人権の花 こころをこめて 

植えました 

トタンを持ち帰った 6年生 

ゴミ袋 4袋分 



  

12 月 8 日に東中筋小学校へ、劇団『芸優座』の「最

後の一葉～O.ヘンリー物語～」を観に行きました。 

文化庁の文化芸術を、鑑賞・体験する機会を確保す

ることにより、子どもたちの豊かな創造力・思考力を

養うことを目的とした公演です。100 分という大作

の劇で、低学年には難しいのではないかと心配してい

ましたが、間近で見る劇に吸い込まれるように見入っ

ていました。 

劇の終わりには中筋小・東中筋小の児童会長それぞれがお礼の言葉を述べました。納所

沙綾香さんからは、「マイクが無くても体育館中に聞こえる声がすごいと思いました。」

と緊張の中述べてくれました。 

 テレビやパソコンで見るものより、やはり目の前で見る本物は心への響き方が違うと感

じます。フェスティバルで劇をしている中筋小の子どもたちだけに、声の出し方、声量に 

驚きを感じていたようです。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訂正 

NO.16 号で紹介しました、1 年吉川妃七乃さん

の読もっか記事は 12 月 3 日の誤りでした。 

 

文化庁 学校巡回公演  本物の劇を観てきました 

お知らせ 1月の人権教育参観日へのお誘い 

 1 月の人権教育参観日での講演では、こうちねっと見守り会議会長の山中千

枝子さんをお呼びする計画を立てています。 

 4 年前に新型コロナウイルス感染症への対策から友だちと会えない日が続

き、家庭で過ごす時間が増えたり、それと同時にテレビを見たりゲームをする

時間が増えたりしてきました。1人 1 台タブレットも新型コロナウイルス感染

症対策から急遽導入が急ピッチで進められたことでした。 

 今ではタブレットを文房具のように使いこなすよう文部科学省からも高知

県教育振興基本計画でも言われています。だからと言ってこればかりではない

ですが、ゲームを約束の時間になってもやめられなかったり、お家の人のスマ

ートフォンを約束した時間に返せなかったり、学校から持ち帰ったタブレット

でいつまでも調べ学習をしていると言って他のことをしていたり、我が子とぶ

つかって困っているなんてことはないですか。 

 山中千枝子さんは、これまでに数々の学校他で講演、研修、支援活動を続け

ておられます。『私たちにできること 私たちがすべきこと』と題してエッセ

イも書かれています。我が子を守るために、何かヒントになることを持ち帰ら

れる日になるはずです。1 月 20 日（土）人権教育参観日です。授業参観だけ

でなく、是非講演を聞いていただくようお誘いします。 

 我が子を守るのはやはり 1 番は親です。子どもを守るのは大人です。 

今週 16 日（土）は今学期最後の参観日です。

授業参観は 13：25 からです。子どもたちの様

子をご覧ください。個人面談への参加もよろ

しくお願いします。 


